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上記の QRコードを携帯電話やスマ

ートフォン等から読み取ると、本

会の各 SNSページにつながります。 
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※本紙中「社協」は寝屋川市社会福祉協議会、「Ｖ」はボランティアのことです 「ボランティアセンター通信」は共同募金配分金を活用して発行しています 

 ３回に渡って開かれた企画会議。キッズキ 

ャストのまつりへの熱い想いが摂南大学キ 

ャンパスに花開きました。 

 準備期間には、アイデアを出し合い、役割 

分担をして、話し合いを重ねました。当日は、 

来場者の皆さんに楽しんでもらえるよう、子 

供たち自身が案内などを担当。 

「いらっしゃいませ！」の元気な声に誘わ 

れて小さなお客が・・・会場は笑顔でいっぱ

いになりました。 

 ９月20日に市立保健福祉センターで開か 

れた「ふりかえりの会」にもキッズキャスト 

と関係者が集い沢山の想いが寄せられまし 

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

□■ キッズキャストのこえ ■□ 

○自分たちの手でやりきった達成感があり

ました。（小６年生） 

○また、来年も参加したいです。（小４年

生） 

○暑い中、小学生が楽しそうにがんばってい

る姿に微笑ましく思いました（大学生） 

□■ 校区福祉委員会から 

応援の皆さんのこえ ■□ 

○昨年に続いての参加になりましたが、い

きいきと活動する子供たちを見ながら、

頼もしく感じました。 

○子供たちの力を信じて任せる。それをや

り遂げることで未来への希望を感じるひ

とときになりました。 

 今年の夏も９月６日、地域の子供たちが自ら企画・運営を手がけた「ぼ

らポこどもまつり」が開催され、大盛況のうちに幕を閉じました。手作り

のゲームコーナーや、元気いっぱいの呼び込み、笑顔あふれるお店番な

ど、どの場面にも子供たちの工夫と熱意が光りました。（４面に関連記事） 

 子供たちがボランティアすること（人の

ためになることなど）によって得られる喜

びを享受するための取り組みとして、当セ

ンターでは【ぼらポ事業】を展開していま

す。 

 その一つは先日、成功裏に終わった「ぼ

らポこどもまつり」。もう一つはボランテ

ィアをした子供がシールを貯める事業（一

定数のシールが貯まると缶バッチなどの

記念品が渡されます）。 

 現在、モデルケースとして、啓明・楠根・

堀溝校区福祉委員会において実施。 

 今回は９月から事業の始まった堀溝小

学校を訪れました。 

 校門近くに設えられたポイントシール

渡しコーナーには、下校中の子供たちが集

まり、校区の福祉委員から、説明を聞いた

りシールを受け取ったりしています。 
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 校区の担当者からは「毎週火曜日に設

置して子供たちにあいさつとボランティ

アの説明をしています。最近は『ゴミ拾

いをした、体の不自由な人に声かけをし

た』など元気に報告してくれます」。ま

た、「全児童と顔を合わせ、声かけ、会話

をすることによって、児童と地域の大人

たちのつながりができ、青少年健全育成

にも役立つと思います」との声を聞くこ

とができました。       （智） 
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月 日 活動者（団体・個人・校区） 人数 活動内容 活動分野 活動先（施設・団体） 

８ ５ 河北民踊同好会 ４ 行事援助 高齢者 スイートガーデン寝屋川 

12 ブリッジこだま ４ 行事援助 高齢者 介護老人保健施設 松柏苑 

19 河北民踊同好会 ４ 行事援助 高齢者 特別養護老人ホーム 寝屋川石津園 

20 河北民踊同好会 ５ 行事援助 高齢者 パークサイドラビアン 

20 うきうきわくわく音心の会 ３ 行事援助 高齢者 ラフィン・ハーツ グレイス寝屋川 

22 河北民踊同好会 ６ 行事援助 高齢者 ツクイ寝屋川 

24 うきうきわくわく音心の会 ３ 行事援助 高齢者 楠根南町自治会福祉部 

９ ２ 「夢楽らいぶ」一座 ３ 行事援助 高齢者 介護老人保健施設 松柏苑 

11 子ネット＆ジャグリング ４ 行事援助 高齢者 リハビリデイかがやき香里園 

12 うきうきわくわく音心の会 ３ 行事援助 高齢者 リハビリデイかがやき香里園 

13 わくわく音楽隊 ６ 行事援助 高齢者 田井校区ボランティア部会 

15 うきうきわくわく音心の会 ３ 行事援助 高齢者 香西園デイセンター 

15 個人ボランティア １ 行事援助 高齢者 
パナソニックエイジフリー 香里

園デイサービス 

15 個人ボランティア １ 行事援助 高齢者 IKOIナーシングホーム寝屋川 

16 君影草 ２ 行事援助 高齢者 
介護老人保健施設 点野やすらぎ

の里 

16 「夢楽らいぶ」一座 ３ 行事援助 高齢者 ラフィン・ハーツ グレイス寝屋川 

17 河北民踊同好会 ５ 行事援助 高齢者 パークサイドラビアン 

18 JESY ２ 行事援助 高齢者 
中央校区福祉委員会ボランティア

部会 

21 篠笛柚子華 ５ 行事援助 高齢者 パルク寝屋川 

27 SA北河内 百楽の会 １ 行事援助 高齢者 萱島東１丁目北自治会 

28 淀川太鼓 ７ 行事援助 高齢者 石津校区福祉委員会 

計 21  75    

 令和７年８月～９月  集計：のべ活動日数 ２１ 日  活動人数 ７５ 人 

 

部会長 丸山敏子さんに聞きました 

令和６年４月に小中一貫校「望が

丘小学校・中学校」が開校したこと

で、従来の明和校区と梅が丘校区が

ひとつになり「望が丘校区」となり

ました。 

ボランティア部会も合同となり

なりましたが、どちらの校区にも今

までの積み重ねがあるので、それは

それで大切にしながら、一緒にでき

ることを模索しています。 

今年度の合同活動として、月２回

「ひだまり喫茶」開催。９月には大

阪万博に。 

福祉教育体験学習では９月・１月

に車いす（小５・中１）、12月アイ

マスク体験に取り組みます。 

 

望が丘校区Ｖ部会 

ボランティア活動調整報告 【当ボランティアセンター取り扱い調整分（施設・団体）】 

ねやがわペアレントトレーニング 

ペアレントトレーニングを通して、

子育てに悩む保護者をサポートす

るための活動をしています。 

「ハイキングの後の体操は最高です。身も心も

リフレッシュ！できました」との声 

 

昨年から取り組んでいるミニハイキン

グ、今年度も合同で取り組む予定です。コ

ース別にウォーキングを楽しみ、みんなで

ボール入れやお菓子輪投げなどゲームをし

て、広場ではお弁当を一緒に食べ笑顔たく

さんでした。合同で取り組むことで、参加

者は 110人。今年度も 11月に取り組む予定

です。 

それぞれの校区の活動を継続するととも

に、合同で開催することで今までと違う風

も吹いて相乗効果となっています。（野涯） 

 

 

  「認知症になっても輝けるまちへ」を目的に、当

ボランティアセンターでは、【ゆめ伴（とも）プロ

ジェクト in門真実行委員会】に賛同し、折り鶴の

ボランティアを募集して、沢山の鶴を折りました。 

 ８月２日、３日の両日、万博会場で開かれた【折

り鶴プロジェクト 祝賀セレモニー】に、ボランテ

ィアが心を込めて折り、繋げた鶴たちがお披露目

されました。 

また、市内の各所にも飾られ、目にする人たちの

心を和ませていたようです。 

 鶴折りに励んだボランティアからは「手と、い

え、口の方が良く動いての作業でしたが、楽しく、

指先を使う作業は頭と心の栄養になったとも思い

ます。そして何よりも国際交流に」との思いが寄せ

られました。 

きれいに折られ、きれいに繋げられ

晴れの日を待つ折り鶴 


